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環境目標5

環境活動計画6

環境目標の実績7

製品生産量当たり 基準年度実績
2013年度

基準年度比
2014年度目標

基準年度比
2015年度目標

基準年度比
2016年度目標

二酸化炭素排出量　　　　　
（kg-CO2/t） 252.24 98.75% 94.80% 93.85%

廃棄物排出量　　　　　
　（t/t） 0.0630 99.52% 96.86% 95.89%

食品廃棄物の発生抑制
（t/t） 0.0233 98.56% 90.29% 89.39%

食品リサイクル
リサイクル率（%） 98.36% 98.00% 98.00% 98.00%

排水量
（m3/t） 4.01 99.51% 95.62% 94.66%

化学物質使用量　　　
（kg/t） 0.0553 100.00% 100.00% 100.00%

グリーン購入
（作業着、事務用品、文具の

グリーン購入実施率）
48.50% 55.00% 50.00% 50.00%

環境配慮設計
（石けん・化粧品事業） 41品 /年 40品 /年 40品 /年 40品 /年

地域とのコミュニケーション
（石鹸学習会など） 106回 /年 102回 /年 100回 /年 100回 /年100回 /年100回 /年102回 /年106回 /年（石鹸学習会など））（石鹸学習会など

地域とのコミュニケーション
（ 鹸学 会など））（ 鹸学 会など

40品 /年40品 /年40品 /年41品 /年（石けん・化粧品事業））（石けん・化粧品事業
環境配慮設計
ん 化粧 事ん 化粧 事

50.00%50.00%55.00%48.50%
グリーン購入実施率）グリーン購入実施率）

（作業着、事務用品、文具の
グ 購 実施率）グ 購 実施率）
業着、事務用品、文具の（作業着、事務用品、文具務用品 具の
グリーン購入
着 事務着 事務

100.00%100.00%100.00%0.0553（kg/t）g（kg/t）
化学物質使用量　
（ ））（

94.66%95.62%99.51%4.01（m3/t））（m3/t
排水量
（ ）（ ）

98.00%98.00%98.00%98.36%リサイクル率（%））リサイクル率（%
食品リサイクル
サイク 率（サイク 率（

89.39%90.29%98.56%0.0233（t/t））（t/t
食品廃棄物の発生抑制

（ ）（ ）

95.89%96.86%99.52%0.0630（t/t））（t/t
廃棄物排出量　
（ ）（ ）

93.85%94.80%98.75%252.24（kg-CO2/t）g（kg-CO2/t）
二酸化炭素排出量　
（ ））（

2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度目標目標目標目標目標目標標
基準年基準年基準年基準年基準年基準年基準 度比度比度比度比度比度比度
00 6年度6年度 標2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度目標目標目標目標目標目標標

基準年基準年基準年基準年基準年基準年基準 度比度比度比度比度比度比度
00 年度年度 標2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度目標目標目標目標目標目標標

基準年基準年基準年基準年基準年基準年基準 度比度比度比度比度比度比度
00 年度年度 標2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

基準年基準年基準年基準年基準年基準年基準 度実績度実績度実績度実績度実績度実績度実績
2020 3年度3年度製品生製品生製品生製品生製品生製品生製製 産量当産量当産量当産量当産量当産量当産量量 たりたりたりたりたりたり

活動項目 取り組み内容

二酸化炭素排出量削減
＜東電：排出係数＞
0.525kg-CO2/kWh
2013年度比
（94.80％）

電気使用量
原単位削減

2013年度比：97.22％

① 事務所用蛍光灯及び屋外灯の更新時にLED照明を積極的に導入。
② 6月～ 10月　クールビズの実施。
③ 空調の温度管理を徹底する。
 夏（6月～ 9月）27～ 28℃設定　　冬（12月～ 3月）20～ 22℃設定

④  工程事故削減など無駄のない製造実施。

都市ガス使用量
原単位削減

2014年度比：99％

① 生産量に合わせた効率の良い製品積載をする。
② 生産量にあわせた効率の良いボイラー運転をする。
③ コージェネ設備を導入（2015年度下期稼動計画）する。
④ 迅速な蒸気漏れ補修など熱エネルギーロスを削減する。

廃棄物総排出量削減
2013年度比
（96.86％）

一般廃棄物排出量
原単位削減
2013年度比
100％以下

① 紙の使用量削減（縮小コピーや両面コピー実施、ＦＡＸのメール送信化）
② マイタオルの使用を推進する。（ペーパータオル使用量削減）
③ 一般廃棄物の分別徹底で単純焼却ごみを削減する。

廃白土油脂分
含有量削減

2014年度比：99％

① 小集団活動取組みにて廃白土油分を削減する。
② 小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減）

食品廃棄物発生抑制
2013年度比
（90.29％）

食品廃棄物
発生量削減

2013年度比（98.80％）

① 賞味期限切れ製品を削減する。（無駄のない生産計画）
② 小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減）

食品リサイクル率
（98％以上） ① 再資源化率を監視し、食品リサイクル率98％以上を継続維持する。

総排水量削減
2013年度比
（95.62％）

水使用量
原単位削減

2013年度比（94.01％）

① 水道栓の交換（ワンタッチ式へ変更）
② 冷却水の有効利用（再利用）
③ 手洗い設備の自動化（バッテリー式）
④ 洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用により水使用量を削減する。

化学物質使用量削減 化学物質使用量原単位
2013年度比100％以下 ① 使用量適正管理により2013年度使用量原単位比：100％以下にする。

グリーン購入推進 グリーン購入実施率推進
（50％）

① グリーン購入対象品の掲載されたカタログを部署に配布し購入を推奨する。
　 （職服、事務用品、文具を対象）

環境配慮設計 環境配慮設計（40品/年）
石けん化粧品事業
① 化学物質を使用せず石鹸をベースにした商品開発
② RSPOロゴマークを表示したシャンプー、リンス等の販売

地域とのコミュニケーション 地域とのコミュニケーション
（100回/年）

① 工場見学会、手作り石けん教室、環境講演会を開催する
② 地域清掃活動の継続実施（本社工場～入江橋周辺）
③ お肌しあわせシリーズのドネーション・キャンペーン継続実施による
　 東日本大震災被災地区の子供たちへの支援東日本大震災被災地区の子供たちへの支援災被災地区の子供区の子供たちへの支東日本大震災被災地区の子供たちへの支援震災被災地区の子供たちへの災災 災災 災震災被災地区の子供たちへ 援
③ お肌しあわせシリーズのドネーション・キャンペーン継続実施による
東 本大震災被災地 供たち 支援被 供 支東 本大 援地 供たち災災 災災 災災 援

③ お肌しあ の ーショ ペ 実 よる③ お肌しあわせシリーズのドネーション・キャンペーン継続実施③ お肌しあわせシリーズのドネーション・キャンペーン継続実施による
② 地域清掃活動の継続実施（本社工場～入江橋周辺）
③お あわせ ズ ドネ キ ペ③お あわ ズ ドネ ペ
② 地域清掃活動の継続実施（本社工場～入江橋周掃活動の継続実施（本社工場～入江 周域清掃活動の継続実施（本社工場～入江橋② 地域清掃活動の継続実施（本社工場～入江橋周辺）
① 工場見学会、手作り石けん教室、環境講演会を開催する
②地域清掃活動 継続実施（本社 場 江橋 辺）掃活動 継続実施（本社 場域清掃活動 継続実施②地域清掃活動 継続実施（本社 場 江橋 辺）

（100回/年）年（100回/ ）
地域とのコミュニケーション

（ 年）（ 年）地域とのコミュニケーション

② RSPOロゴマークを表示したシャンプー、リンス等の販売② RSPOロゴマークを表示したシャンプー、リンス等の販売② RSPOロゴマークを 示したシャンプー リンス等の販売
① 化学物質を使用せず石鹸をベースにした商品開発
② ゴ クを表 た プ 等② ゴ クを表 た プ 等
① 化学物質を使用せず石鹸をベースにした商品開発使用 ず① 化学物質を使用せず石鹸をベースにした商品開発ず
石けん化粧品事業
①化学物質を使①化学物質を使環境配慮設計（40品/年）環境配慮設計

（職服、事務用品、文具を対象）職服、事務用品、文具を対象（職服、 務 品、 具を対 ）
① グリーン購入対象品の掲載されたカタログを部署に配布し購入を推奨する。
（職 事務 文 を対象）（職 事務 文 を対象）（50％））（50％

グリーン購入実施率推進
（ ）（ ）グリーン購入推進

① 使用量適正管理により2013年度使用量原単位比：100％以下にする。2013年度比100％以下年度比100％以2013年度比100％以下
化学物質使用量原単位

年度比年度比化学物質使用量削減

④ 洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用により水使用量を削減する。浄方法の見直しや洗浄水の適正使用により水使用量を削減④ 洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用により水使用量を削減する。
③ 手洗い設備の自動化（バッテリー式）
④洗浄方法 見直しや洗浄水 適 使しや洗浄水 適 使④洗浄方法 見直
③ 洗い設備の自動手洗い設備の自動化 式③ 手洗い設備の 化（バッテリー式）
② 冷却水の有効利用（再利用）
③手洗 設備 自動化（バ③手洗 設備 自動化（バ
② 冷却水の有効利用（再利用水の有効利用（再利用② 冷却水の有効利用（再利用）
① 水道栓の交換（ワンタッチ式へ変更）
②冷却水 有効利 （ 利 ）②冷却水 有効利 （ 利 ）

2013年度比（94.01％）年度2013年度比（94.01％）
原単位削減
年度比（年度比（
原単位削減原単位削減
水使用量
単位削減単位削減

（95.62％））（95.62％
2013年度比
（ ）（ ）
0 年度年度2013年度比
総排水量削減

年度比度比年

① 再資源化率を監視し、食品リサイクル率98％以上を継続維持する。（98％以上）以（98％以上）
食品リサイクル率
（ 上）（ 上）

② 小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減）小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減② 小集団活 取組みにて不適合品を削減する。（ 油、 脂肪酸量削減）
① 賞味期限切れ製品を削減する。（無駄のない生産計画）
②小集 活動 組 適合品を削減す （廃油 廃小 動 組 削減 廃油 廃② 集 活 適合 を 減す （ 油2013年度比（98.80％）年度2013年度比（98.80％）

発生量削減
年度比（年度比（
発生量削減発生量削減
食品廃棄物
発生 削減削減発生 削

（90.29％））（90.29％
2013年度比
（ ）（ ）
0 年度年度2013年度比

食品廃棄物発生抑制
年度比年度比

② 小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減）小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減② 小集団活動取組みにて不適合品を削減する。（廃油、廃脂肪酸量削減）
① 小集団活動取組みにて廃白土油分を削減する。
②小集 活動 組 適合 を削減す （廃②小集 活動 組 適合 を削減す （2014年度比：99％014年度比：99％2014年度比：9 ％

含有量削減
年度比年度比
含有量削減含有量削減
廃白土油脂分
含有 削減削減含有 削

③ 一般廃棄物の分別徹底で単純焼却ごみを削減する。③ 一般廃棄物の分別徹底で単純焼却ごみを削減する③ 一般廃棄物の分別徹底で単純焼却ごみを削減する。
② マイタオルの使用を推進する。（ペーパータオル使用量削減）
③ 般廃棄物 分別徹底で単純焼却ごみを削減する③ 般廃棄物 分別徹底 単純焼却ごみを削減する
② マイタオルの使用を推進する。（ペーパータオル使用量削減）② マイタオルの使用を推進する。（ペーパータオル使用量削減
① 紙の使用量削減（縮小コピーや両面コピー実施、ＦＡＸのメール送信化）
② イタオ 使 を推進する （ペ パ タオ 使 量削減）② イタオ 使 を推進する （ペ パ タオ 使 量削減）

100％以下以100％以下
2013年度比013年度年度比2013年度比
原単位削減

年度比度比年
原単位削減原単位削減

一般廃棄物排出量
単位削減単位削減

（96.86％））（96.86％
2013年度比
（ ）（ ）
013年度年度比2013 比

廃棄物総排出量削減
年度比度比年

④ 迅速な蒸気漏れ補修など熱エネルギーロスを削減する。④ 迅速な蒸気漏れ補修など熱エネルギーロスを削減する④ 迅速な蒸気漏 補修など熱エネルギーロスを削減 。
③ コージェネ設備を導入（2015年度下期稼動計画）する。
④ 迅速な蒸気漏れ補修など熱 ネ ギ を削減する④ 迅速な蒸気漏れ補修など熱 ネ ギ を削減す
③ 設備 導 0 年度下期 動計画）する。）③ コージェネ設備を導入（2015年度下期稼動計画）する③ コージェネ設備を導入（2015年度下期稼動計画）する。
② 生産量にあわせた効率の良いボイラー運転をする。
③ ジ ネ設備を導入（2015年度下期稼動計画）③ ジ ネ設備を導入（20 年度下期稼動計画）
② 生産量にあわせた効率の良いボイラー運転をする。② 生産量にあわせた効率の良いボイラー運転をする② 生産量に せた効率の良いボイラー運転を 。
① 生産量に合わせた効率の良い製品積載をする。
② 生産量にあわせた効率 良 ボイ 運転をすイ 転をす② 生産量 あわ た効率 良 ボ

2014年度比：99％年度比2014 ：99％
原単位削減
年度比年度比
原単位削減原単位削減

都市ガス使用量
単位削減単位削減

④  工程事故削減など無駄のない製造実施。④  工程事故削減など無駄のない製造実施④ 工程 削減など無駄のない製造実施。
夏（6月～ 9月）27～ 28℃設定　　冬（12月～ 3月）20～ 22℃設定
程事故削減など無駄 な 製造実施程事故削減など無駄 な 製造実施
夏（6月～ 9月）27～ 28℃設定 冬（12月～ 3月）20～ 22℃設）（）夏（6月～ 9月）27～ 28℃設定　　冬（12月～ 3月）20～ 22℃設定

③ 空調の温度管理を徹底する。徹
夏（ 9 ） 28℃（ ） ℃

③ 調の温度管理 徹底する。③ 空調の温度管理を徹底する③ 空調の温度管理を徹 。
② 6月～ 10月　クールビズの実施。
③ 空調 温度管 を徹底す③ 空調 温度管 を徹底す
② 6月～ 10月　 ビズの 。② 6月～ 10月　クールビズの実施② 6月～ 10月　クールビズの実施。
① 事務所用蛍光灯及び屋外灯の更新時にLED照明を積極的に導入。
② ク ビズ 実施② ク ビズ 実施

2013年度比：97.22％年度比2013年度比：97.22％
原単位削減
年度比年度比
原単位削減原単位削減
電気使用量
単位削減単位削減

（94.80％））（94.80％
2013年度比
（ ））（
013年度年度比2013年度比

0.525kg-CO2/kWh
2013年度比2013年度比

0.525kg O0.525kg-CO2/kWh
＜東電：排出係数＞東電：排出係数数東電：排出係数＜東電： 数＞
二酸化炭素排出量削減
東 排出係数東 排出係数

取り組取り組取り組取り組取り組取り組組み内容み内容み内容み内容み内容み内容内容活動項活動項活動項活動項活動項活動項動項動 目目目目目目

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100.00% 98.75% 94.80% 93.85%
×

年度実績 100.00% 95.88% 95.22%95.22%95.88%100.00%年度実績
×

93.85%94.80%98.75%100.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100.00% 99.52% 96.86% 95.89%
×

年度実績 100.00% 97.95% 100.87%100.87%97.95%100.00%年度実績
×

95.89%96.86%99.52%100.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100.00% 98.56% 90.29% 89.39%
×

年度実績 100.00% 91.70% 95.89%95.89%91.70%100.00%年度実績
×

89.39%90.29%98.56%100.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度



2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 98.00% 98.00% 98.00% 98.00%
◯

年度実績 98.00% 98.42% 98.25%98.25%98.42%98.00%年度実績
◯

98.00%98.00%98.00%98.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100.00% 99.51% 95.62% 94.66%
◯

年度実績 100.00% 96.71% 91.35%91.35%96.71%100.00%年度実績
◯

94.66%95.62%99.51%100.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
◯

年度実績 100.00% 96.86% 94.02%94.02%96.86%100.00%年度実績
◯

100.00%100.00%100.00%100.00%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 48.50% 50.00% 50.00% 50.00%
×

年度実績 48.50% 42.79% 38.22%38.22%42.79%48.50%年度実績
×

50.00%50.00%50.00%48.50%年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 40品 /年 40品 /年 40品 /年 40品 /年
×

年度実績 41品 /年 43品 /年 27品 /年27品 /年43品 /年41品 /年年度実績
×

40品 /年40品 /年40品 /年40品 /年年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 評価

年度目標 100回 /年 100回 /年 100回 /年 100回 /年
◯

年度実績 106回 /年 104回 /年 112回 /年112回 /年104回 /年106回 /年年度実績
◯

100回 /年100回 /年100回 /年100回 /年年度目標

評価評価評価評価評価評価評価2012012012012012016年度6年度6年度6年度6年度6年度度2012012012012012015年度5年度5年度5年度5年度5年度度2012012012012012014年度4年度4年度4年度4年度4年度4年度2012012012012012013年度3年度3年度3年度3年度年度度
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環境活動計画 取組結果とその評価・＜次年度の取組＞

二酸化炭素排出量削減
＜東電：排出係数＞
0.525kg-CO2/kWh

目標
2013年度比：94.80％

結果
2013年度比
（95.22％）

電気使用量
原単位削減
2013年度比：
97.22％

目標（2013年度比：97.22％）⇒結果（99.88％）　（評価：×）

＜次年度取組＞
①  消灯やクールビズなど無駄な電気使用削減の取組を継続実施する。
② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。

都市ガス使用量
原単位削減

2014年度比：99％

目標（2014年度比：99.0％）⇒結果（104.07％）（評価：×）

＜次年度取組＞
①  蒸気漏れ補修など熱エネルギーロス削減の取組を継続実施する。
② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。

廃棄物排出量削減
目標：2013年度比
（96.86％）

結果（100.87％）

一般廃棄物排出量
原単位削減

2013年度原単位
比：100％以下

目標（2013年度比：100％）⇒結果（128.75％）（評価：×）

＜次年度取組＞
①  ごみの分別徹底と廃棄されているごみのリサイクル化を推進する。
② コンビニ弁当容器などの持ち帰り廃棄の推奨

廃白土油脂分
含有量削減

2014年度比：99％

目標（2014年度比：99％）⇒結果（98.40％）（評価：〇）

＜次年度取組＞
①  設備改造により更なる削減を実施する。

食品廃棄物発生抑制
目標：2013年度比
（90.29％）

結果（95.89％）

食品廃棄物発生量削減
2013年度比：
98.80％

目標（2013年度比：98.80％）⇒結果（97.24％）（評価：〇）

＜次年度取組＞
①  小集団活動取組みを継続実施し更に食品廃棄物を削減する。

食品リサイクル率
　98.00％以上

目標（98.00％）⇒結果（98.25％）（評価：〇）

＜次年度取組＞
①  再資源化率の監視活動を継続実施する。

総排水量削減
目標：2013年度比
（95.62％）

結果（91.35％）

水使用量原単位削減
2013年度比：
94.01％

目標（2013年度比：94.01％）⇒結果（93.40％）（評価：〇）

＜次年度取組＞
①  設備洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用など削減活動を継続実施する。

化学物質使用量削減
化学物質使用量原単位
2013年度比：
100％以下

目標（2013年度比：100％）⇒結果（94.02％）（評価：〇）

＜次年度取組＞
①  使用量適正管理を継続実施する。

グリーン購入推進
グリーン購入
実施率推進
（50％）

目標（購入実施率：50％）⇒結果（38.22％）（評価：×）

＜次年度取組＞
①  グリーン購入対象品の掲載されたカタログを全部署に配布し購入を推奨する。
　 （職服、事務用品、文具を対象）

環境配慮設計
環境配慮設計
（40品/年）

石けん化粧品事業

目標（40品/年）⇒結果（27品/年）（評価：×）

＜次年度取組＞
①自社基準に基づいた石鹸をベースにした商品開発を継続実施する。

地域とのコミュニケーション
地域との

コミュニケーション
（100回/年）

目標（100回/年）⇒結果（112回/年）（評価：〇）　

＜次年度取組＞
①  工場見学会、手作り石けん教室を継続実施する。
② 本社工場周辺の清掃活動を継続実施する。② 本社工場周辺の清掃活動を継続実施する。② 本社工場周辺の清掃活動を継続実施する② 本社工場周辺の清掃活動を継続実施する。
①  工場見学会、手作り石けん教室を継続実施する。
② 本社 場 辺 清掃活動を継続実施す② 本社 場 辺 清掃活動を継続実施す社 場 辺 清掃活動を継続
①  工場見学会、手作り石けん教室を継続実施する。①  工場見学会、手作り石けん教室を継続実施する①  工場見学会、手作り石けん教室を継続実施する。
＜次年度取組＞
① 場 学会場 学会①

目標（100回/年）⇒結果（112回/年）（評価：〇）　

（100回/年）（100回/年）
コミュニケーション
（ 年）年）（
ミュニケーシコミュニケーション
地域との
ケケ地域とのコミュニケーション

①自社基準に基づいた石鹸をベースにした商品開発を継続実施する。①自社基準に基づいた石鹸をベースにした商品開発を継続実施する①自社基準に基づいた石鹸をベースにした商品開発を継続実施する。づ
＜次年度取組＞
①自社基準に基づ①自社 準社基準 基

目標（40品/年）⇒結果（27品/年）（評価：×）

石けん化粧品事業石けん化粧品事業
（40品/年）
ん化粧 事化粧 事ん
40品/年（40品/年）

環境配慮設計
（ 年）（ 年）環境配慮設計

（職服、事務用品、文具を対象）（職服、事務用品、文具を対象）
①  グリーン購入対象品の掲載されたカタログを全部署に配布し購入を推奨する。購
（職服 事務 品 文具を対象）職服 事務 品 文 を対象）（
① 購 象品の掲載 ロ 全部署 配 購 推奨する。①  グリーン購入対象品の掲載されたカタログを全部署に配布し購入を推奨する①  グリーン購入対象品の掲載されたカタログを全部署に配布し購入を推奨す 。
＜次年度取組＞
① グ 購① グ 購

目標（購入実施率：50％）⇒結果（38.22％）（評価：×）

（50％））（50％
実施率推進
（ 0％））（

推進実施率推施率推進
グリーン購入
実施率推進実施率推進グリーン購入推進

①  使用量適正管理を継続実施する。①  使用量適正管理を継続実施する① 量適正管理を継続 。
＜次年度取組＞
① 使 量適 管使 量適 管①

目標（2013年度比：100％）⇒結果（94.02％）（評価：〇）

100％以下以100％以下
2013年度比：013年度2013年度比：：

化学物質使用量原単位
年度比度比年化学物質使用量削減

①  設備洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用など削減活動を継続実施する。①  設備洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用など削減活動を継続実施する①  設備洗浄方法の見直しや洗浄水の適正使用など削減活動を継続実施する。
＜次年度取組＞
① 設備洗浄方法① 備洗浄方法洗浄方法

目標（2013年度比：94.01％）⇒結果（93.40％）（評価：〇）

94.01％94.01％
2013年度比：013年度2013年度比：：

水使用量原単位削減
年度比年度比

結果（91.35％）

（95.62％））（95.62％
目標：2013年度比
（ ））（

目標：2013年度目標：2013年度比標：2013年度比
総排水量削減
標 年度年度

①  再資源化率の監視活動を継続実施する。①  再資源化率の監視活動を継続実施する①  再資源化率の監視活動を継続実施する。
＜次年度取組＞
① 資源化率① 資源化率

目標（98.00％）⇒結果（98.25％）（評価：〇）

98.00％以上以98.00％以上
食品リサイクル率

以上以上

①  小集団活動取組みを継続実施し更に食品廃棄物を削減する。① 小集団活動取組み 継続実施し更 食品廃棄物 削減する①  小集団活動取組みを継続実施し更に食品廃棄物を削減する。
＜次年度取組＞
① 小集 活動小集 活動①

目標（2013年度比：98.80％）⇒結果（97.24％）（評価：〇）

98.80％98.80％
2013年度比：013年度2013年度比：：

食品廃棄物発生量削減
年度比度比年

結果（95.89％）

（90.29％））（90.29％
目標：2013年度比
（ ））（

目標 0 年度目標：2013年度比標：2013年度比
食品廃棄物発生抑制
標 年度比度比標 年

①  設備改造により更なる削減を実施する。①  設備改造により更なる削減を実施する①  設備改造により更なる削減を実施する。
＜次年度取組＞
① 設備改造 よ① 備改造 よ

目標（2014年度比：99％）⇒結果（98.40％）（評価：〇）

2014年度比：99％年度比2014年度比：99％
含有量削減
年度比 9度比年
含有量削減含有量削減
廃白土油脂分
含有 削減含有 削減

② コンビニ弁当容器などの持ち帰り廃棄の推奨② コンビニ弁② コンビニ弁当容器などの持ち帰り廃棄の推奨
①  ごみの分別徹底と廃棄されているごみのリサイクル化を推進する。
② ビ 弁当容 など 持ち帰り廃棄 推奨② ビ 弁当容 など 持ち帰り廃棄 推奨
① みの 別徹底と廃棄 る みの 推進する。①  ごみの分別徹底と廃棄されているごみのリサイクル化を推進する① ごみの分別徹 と さ てい ごみのリ ル化を推進 。
＜次年度取組＞
① ご 別徹① ご 別徹

目標（2013年度比：100％）⇒結果（128.75％）（評価：×）

比：100％以下比：100％以比：100％以下
2013年度原単位
比 以以比比
013年度原単年度原単位2013年度 位
原単位削減
年度 単年度 単

原単 削減原単位削減
一般廃棄物排出量

単位削減単位削減

結果（100.87％）

（96.86％））（96.86％
目標：2013年度比
（ ））（

目標 0 年度目標：2013年度比標：2013年度比
廃棄物排出量削減
標 年度比標 年度比

② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。
①  蒸気漏れ補修など熱エネルギーロス削減の取組を継続実施する。
② 小集 活動 組 適合発生を削減す 事 無駄な ネ ギ② 小集 活動 組 適合発生を削減す 事 無駄な ネ ギ
①  蒸気漏れ補修など熱エネルギーロス削減の取組を継続実施する。①  蒸気漏れ補修など熱エネルギーロス削減の取組を継続実施する①  蒸気漏れ補修など熱エネルギーロス削減の取組を継続実施する。
＜次年度取組＞
① 蒸気漏れ補修① 蒸気漏れ補修

目標（2014年度比：99.0％）⇒結果（104.07％）（評価：×）

2014年度比：99％年度比2014年度比：99％
原単位削減
年度比度比年
原単位削減原単位削減
都市ガス使用量
単位削減単位削減

② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。② 小集団活動取組みにて不適合発 削減する事で無駄な ネルギー使用を削減する② 小集団活動取組みにて不適合発生を削減する事で無駄なエネルギー使用を削減する。ギ
①  消灯やクールビズなど無駄な電気使用削減の取組を継続実施する。
② 小集団活動取組 に 不適合発生を削減する事で無駄な ネ ギ② 小集団活動取組 に 発 削減す 事 駄 ギ活 に 適合 生を削減 無駄な ネ ギギ
① 消 クールビズなど無駄な電 使用削減の取組を継続実施する。①  消灯やクールビズなど無駄な電気使用削減の取組を継続実施する①  消灯やクールビズなど無駄な電気使用削減の取組を継続実施 。
＜次年度取組＞
① 消灯やク① 消灯やク

目標（2013年度比：97.22％）⇒結果（99.88％）　（評価：×）

97.22％97.22％
2013年度比：013年度2013年度比：：
原単位削減

年度比度比年
原単位削減原単位削減
電気使用量
単位削減単位削減

（95.22％））（95.22％
2013年度比
（ ）（ ）
0 年度年度比2013年度比
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取組結取組結取組結果とそ果とそ果とその評価の評価の評価・＜次・＜次次年度の年度の年度の取組＞取組＞取組環境活環境活環境活動計画動計画動計画 適用法令等 対象施設 遵守状況の確認及び評価の結果 遵守状況

特定工場における公害防止組織の整備に
関する法律 全社

「公害防止統括者（同代理者）選任・解任届出書」、「大気関係公害防止管理
者（同代理者）選任・解任届出書」、「水質関係公害防止管理者（同代理者）
選任・解任届出書」

遵守

大気汚染防止法
ボイラー、ガスタービン、

悪臭

「ばい煙発生施設（使用、変更）届出書」排煙（Noxの許容限度）
の規制基準 遵守

横浜市生活環境の保全等に関する条例
（横浜市環境保全協定含む）

「指定事業所設置許可申請書」、「指定事業所に係る変更許可申請書」年2回
Nox測定、定期報告
異常時の処置と対策

遵守

水質汚濁防止法
排水処理設備

「特定施設設置（使用、変更）届出書」、「特定施設使用等開始報告書」排水
規制基準、水質測定、定期報告 遵守

横浜市生活環境の保全等に関する条例
（横浜市環境保全協定含む）

公共用水域に排出される排水の規制基準
異常時の処置と対応 遵守

騒音規制法 圧縮機 基準遵守、工業専用地域の為対象外 遵守

振動規制法 基準遵守、工業専用地域の為対象外 遵守

工場立地法 生産施設、緑地 生産施設、緑地の確保 遵守

消防法

屋内貯蔵所 「危険物貯蔵所設置許可申請書」「指定可燃物貯蔵・取扱開始届出書」

遵守指定可燃物（タンク） 年2回の消防用設備定期点検。

少量危険物（薬品庫） 「少量危険物貯蔵開始届出書」指定数量内の貯蔵、施設の点検、防災訓練強化

浄化槽法 浄化槽 「浄化槽設置計画書」年1回の定期検査、年2回の清掃 遵守

横浜市福祉のまちづくり条例 建物、トイレ、スロープ
等 「整備基準適合証」 遵守

横浜市駐車場条例 構内駐車場 「附置義務駐車施設（設置、変更）届出書」 遵守

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び
管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 化学物質 「第一種指定化学物質の排出量及び移動量の届出書」 遵守

PCB廃棄物の適正な処理の推進に関する
特別措置法 コンデンサー 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管及び処分状況等届出書（保管事業者用）」　　　　

密閉（sus 製）容器に保管、年1回報告 遵守

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 廃棄物置き場 「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」マニフェスト管理
「産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲示済み 遵守

横浜市廃棄物等の減量化、資源化及び
適正処理等に関する条例（規則） 全社 「産業廃棄物排出状況報告書 遵守

高圧ガス保安法 冷凍設備 特定施設届出、規制基準値内、危害予防規定提出。
危害予防規定届出、冷凍保安責任者を選任届出 遵守

改正フロン排出抑制法 全社 簡易点検（1回 /3ヶ月以上）・
有資格者による定期点検（7.5 ｋｗ以上） 遵守

省エネ法　　　　　　　　　　　　　　　　
（エネルギーの使用の合理化に関する法律） 全社 CO2換算で温室効果ガス排出算出

排出量の定期報告（省エネ法定期報告で代用） 遵守

温対法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（地球温暖化対策の推進に関する法律） 全社

「エネルギー管理統括者 /エネルギー管理企画推進者選任届出書」、「エネル
ギー管理者選任届出書」
「定期報告書」、「中長期計画書」（1%以上 /年平均のエネルギー消費原単
位低減努力）

遵守

容器包装リサイクル法 工場 再商品化義務、再商品化委託料金の算出、識別表示
「再商品化委託契約申込書」（（財）日本容器包装リサイクル協会） 遵守

食品リサイクル法 工場、倉庫 食品廃棄物の再生利用、削減計画、報告 遵守

労働安全衛生法 全社、分析部署 健康診断（特殊検診含む）、有機溶剤中毒予防規則の遵守 遵守遵守健康診断（特殊検診含む）、有機溶剤中毒予防規則の遵守全社、分析部署労働安全衛生法

遵守食品廃棄物の再生利用、削減計画、報告工場、倉庫食品リサイクル法

遵守「再商品化委託契約申込書」（（財）日本容器包装リサイクル協会）））（「再商品化委託契約申込書」（（財）日本容器包装リサイクル協会
再商品化義務、再商品化委託料金の算出、識別表示
「再商品化委託契約申込書」（（財）日本容器包装リ）（「再商品化委託契約申込書」（（財）日本容器包装リ工場容器包装リサイクル法

遵守
位低減努力）位低減努力）
「定期報告書」、「中長期計画書」（1%以上 /年平均のエネルギー消費原単
位低減努力）位低減努力）
期報告書」、「中長期計画書」（1%以上 /年平均のエネルギー消費原単「定期報告書」、「中長期計画書」（定期報告書」、「中長期計画書」（1%以上 /年平均のエネルギー消費原単計 ギ

ギー管理者選任届出書」
「定期報告書」「中長期計「定期報告書」「中長期計

管理者選 届出書ギー管理者選任届出書」
「エネルギー管理統括者 /エネルギー管理企画推進者選任届出書」、「エネル
ギ 管理者選任届出書」ギ 管理者選任届出書」　　全社　　　　（地球温暖化対策の推進に関する法律））（地球温暖化対策の推進に関する法律

温対法　
進策の推進策の推進

遵守排出量の定期報告（省エネ法定期報告で代用））排出量の定期報告（省エネ法定期報告で代用
CO2換算で温室効果ガス排出算出

報排出量の定期報告（省 ネ法定期報省 ネ法定期報排出量の定期報告（
　全社　　　（エネルギーの使用の合理化に関する法律））（エネルギーの使用の合理化に関する法律ギ

省エネ法　
使用の合理化使用の合理

遵守有資格者による定期点検（7.5 ｋｗ以上））有資格者による定期点検（7.5 ｋｗ以上
簡易点検（1回 /3ヶ月以上）・
有資格者による定期点検（7 5有資格者による定期点検（7 5全社改正フロン排出抑制法

遵守危害予防規定届出、冷凍保安責任者を選任届出危害予防規定届出、冷凍保安責任者を選任届危害予防規定 出、冷凍保安責任者を選任届出
特定施設届出、規制基準値内、危害予防規定提出。
危害予防規定届出 冷凍保安責任者を選任届出危害予防規定届出 冷凍保安責任者を選任届出冷凍設備高圧ガス保安法

遵守「産業廃棄物排出状況報告書全社適正処理等に関する条例（規則））適正処理等に関する条例（規則
横浜市廃棄物等の減量化、資源化及び
適正処理等に関する条例（規則）規則）適正処理等に関する条例（

遵守「産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲示済み「産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲示済産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲示済み
「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」マニフェスト管理
「産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲示済み産業廃棄物処理計画」廃棄物置き場での掲 済み「産業廃棄物 計画」廃棄物置 示廃棄物置き場廃棄物の処理及び清掃に関する法律

遵守密閉（sus 製）容器に保管、年1回報告）密閉（sus 製）容器に保管、年1回報告密閉（sus 製）容器に保管 年1回報告
「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管及び処分状況等届出書（保管事業者用）」　
密閉（ 製）容器に保管 年1回報告容器に保管 年1回報告製）密閉（コンデンサー特別措置法特別措置法特別措置法

PCB廃棄物の適正な処理の推進に関する
特別措置法置法措特別措

遵守「第一種指定化学物質の排出量及び移動量の届出書」化学物質管理の改善の促進に関する法律（PRTR法））管理の改善の促進に関する法律（PRTR法
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び
管理の改善の促進に関する法律（PRTR法）PRTR法）管理の改善の促進に関する法律（

遵守「附置義務駐車施設（設置、変更）届出書」構内駐車場横浜市駐車場条例

遵守「整備基準適合証」等等
建物、トイレ、スロープ

等等横浜市福祉のまちづくり条例

遵守「浄化槽設置計画書」年1回の定期検査、年2回の清掃浄化槽浄化槽法

「少量危険物貯蔵開始届出書」指定数量内の貯蔵、施設の点検、防災訓練強化少量危険物（薬品庫）

年2回の消防用設備定期点検。指定可燃物（タンク） 遵守

「危険物貯蔵所設置許可申請書」「指定可燃物貯蔵・取扱開始届出書」屋内貯蔵所

消防法

遵守生産施設、緑地の確保生産施設、緑地工場立地法

遵守基準遵守、工業専用地域の為対象外振動規制法

遵守基準遵守、工業専用地域の為対象外圧縮機騒音規制法

遵守異常時の処置と対応異常時の処置と対応常時 処置 対応
公共用水域に排出される排水の規制基準
異常時の処置と対応異常時の処置と対応（横浜市環境保全協定含む））（横浜市環境保全協定含む

横浜市生活環境の保全等に関する条例
（横浜市環境保全協定含む）（横浜市環境保全協定含む）

遵守規制基準、水質測定、定期報告規制基準、水質測定、定期報告準 水質測定 定期報告
「特定施設設置（使用、変更）届出書」、「特定施設使用等開始報告書」排水
規制基準 水質測定 定期報告水質測定 定期報告規制基準 水

排水処理設備
水質汚濁防止法

遵守
異常時の処置と対策異常時の処置と対策
Nox測定、定期報告
異常時の処置と対策異常時の処置と対策
ox測定、定期報告Nox測定、定期報告測定 定期報告

「指定事業所設置許可申請書」、「指定事業所に係る変更許可申請書」年2回
N 測定 定期報告測定 期N 測定 期報測定 定 告（横浜市環境保全協定含む））（横浜市環境保全協定含む

横浜市生活環境の保全等に関する条例
（横浜市環境保全協定含む）横浜市環境保全協定含む）（

遵守の規制基準の規制基準
「ばい煙発生施設（使用、変更）届出書」排煙（Noxの許容限度）
の規制基準の規制基準

悪臭悪臭
ボイラー、ガスタービン、

悪臭悪臭

大気汚染防止法

遵守
選任・解任届出書」選任・解任届出書」
者（同代理者）選任・解任届出書」、「水質関係公害防止管理者（同代理者）
選任 解任届出書」選任 解任届出書」
者（同代理者）選任・解任届出書」、「水質関係公害防止管理者（同代理者）（）者（同代理者）選任・解任届出書」、「水質関係公害防止管理者（同代理者
「公害防止統括者（同代理者）選任・解任届出書」、「大気関係公害防止管理
者（同代理者）選任 解任届出書」「水質関係公害防止管理者（同代理者）者（同代理者）選任 解任届出書」「水質関係公害防止管理者（同代理者）全社関する法律関する法律関する法律

特定工場における公害防止組織の整備に
関する法律関する法律

遵守状遵守状遵守状遵守状遵守状遵守状遵 況況況況況況遵守状遵守状遵守状遵守状遵守状遵守状遵守状況の確況の確況の確況の確況の確況の確確認及び認及び認及び認及び認及び認及び評価の評価の評価の評価の評価の評価の評価 結果結果結果結果結果結果結果果対象施対象施対象施対象施対象施対象施象施設設設設設設適用法適用法適用法適用法適用法適用法適 令等令等令等令等令等令等等

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無9

代表者による全体評価と見直しの結果10
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